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□
条
例
改
正

○
白
浜
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

　

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

　

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正

○
白
浜
町
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に

必
要
な
町
道
の
構
造
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
　

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等

　

の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

　

の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正

○
白
浜
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

　

定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の

　

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正

　

に
伴
い
改
正

○
白
浜
町
議
会
議
員
及
び
白
浜
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ

　

り
、
町
議
会
議
員
選
挙
及
び
町
長

　

選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
営
に
関
す

　

る
条
例
を
制
定

□
物
品
購
入
契
約
の
締
結

○
高
規
格
救
急
車
積
載
資
機
材
（
日

置
川
消
防
署
）
に
係
る
物
品
購
入

【
契
約
金
額
】

　
　
　
　
　
　
　

１
，
３
９
６
万
円

【
契
約
相
手
】

　

和
歌
山
市
手
平
３
丁
目
８
番
43
号

　

株
式
会
社　

大
黒

　

代
表
取
締
役　

堀
井　

孝
一

　

５
月
12
日
の
和
歌
山
県
町
村
議
会
議

長
会
理
事
会
に
お
い
て
、
廣
畑
議
員
、

長
野
議
員
が
議
員
と
し
て
11
年
以
上
在

職
し
、
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
定
例
会
初
日
の
冒

頭
で
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

６月８日【　開会、町長挨拶、提案理由の説朙　】
　・会期の決定
　・議案の提案理由説明（報告 4 件、物品購入契約１件、条例改正等 4 件、補正予算 4 件）

６月１７日【　一般質問　】
　・小森議員、長野議員、溝口議員、水上議員

６月１８日【　一般質問　】
　・堅田議員、松田議員、南議員、廣畑議員　　　《Ｐ 8 ～Ｐ 11 に内容記載》

６月２２日【　議案審議　】
　・議案審議（報告 3 件、物品購入契約１件、条例改正等 4 件、補正予算 4 件）

６月２３日【　提案理由の説明、議案審議、閉会　】
　・追加議案の提案理由説明（人事案件 14 件）
　・議案審議（報告 1 件、人事案件 14 件）
　・委員会発議案件（規則改正 1 件、条例改正 1 件、閉会中の継続調査申出 1 件、
　　　　　　　　　　閉会中の継続審査申出 1 件）

第
４
・
５
日

▷▷ 令和３年第２回定例会 （6 月 8 日～ 6 月 23 日）
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第
２
・
３
日

第
１
日

▽
自
治
功
労
者
表
彰



□
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

３
億
２
，
０
１
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
２
０
億
２
，
２
３
０
万
円

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
総
務
費
】

　　　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金２

５
０
万
円

・
選
挙
活
動
費
用
負
担
金

１
，
４
６
５
万
円

【
民
生
費
】

・
生
活
応
援
商
品
券
配
布
事
業

１
億
１
，
９
６
８
万
円

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業

１
，
７
９
５
万
円

【
衛
生
費
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

３
，
８
９
３
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業

５
０
０
万
円

・
森
林
環
境
整
備
委
託
事
業１２

０
万
円

・
椿
は
な
の
湯
施
設
整
備
事
業

１
３
０
万
円

【
観
光
費
】

・
志
原
海
岸
緑
地
整
備
事
業

２
，
１
０
０
万
円

・
中
小
企
業
信
用
保
証
料
補
助
金

２
，
２
０
０
万
円

【
土
木
費
】

・
町
道
吉
田
線
改
良
事
業

３
，
９
０
３
万
円

・
道
路
附
属
物
等
長
寿
命
化
修
繕
事
業

５
８
１
万
円

【
消
防
費
】

・
消
防
団
屯
所
整
備
事
業２

４
０
万
円

【
教
育
費
】

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業３６

１
万
円

・
旧
川
添
中
学
校
等
解
体
工
事
設
計
委
託
事
業

４
０
０
万
円

・
小
中
学
校
電
子
黒
板
整
備
事
業

９
０
０
万
円

・
幼
稚
園
感
染
症
対
策
用
品
購
入
事
業

１
０
０
万
円

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

▲
４
３
６
万
４
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

28
億
６
，
９
６
３
万
６
千
円

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額57

万
１
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

32
億
９
５
７
万
１
千
円

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

▲
76
万
９
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

８
，
８
７
３
万
１
千
円

□
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
た
。（
敬
称
略
）

 

・
藤ふ
じ
は
ら原　

久ひ
さ
え惠

（
白
浜
）

 

・
楠く
す
も
と本　

徹て
つ
お男

（
才
野
）

 

・
栗く
り
す栖　

一は
じ
め（
栄
）

 

・
杉す
ぎ
た
に谷　

孫ま
ご
じ司
（
栄
）

 

・
鈴す
ず
き木　

隆た
か
ふ
み文
（
内
ノ
川
）

 

・
柏か
し
わ
ぎ木　

彰あ
き
ふ
み文
（
富
田
）

 
・
後う
し
ろ呂　

豊ゆ
た
か（

日
置
）

 
・
木き

ど戸　

孝た
か
し（

安
宅
）

 

・
南み
な
み

　

喜き

く

じ
久
治
（
安
宅
）

 

・
小お

の野　

真し
ん
い
ち一
（
田
野
井
）

 

・
尾お
ざ
き﨑　

義よ
し
は
る治
（
口
ケ
谷
）

 

・
本ほ
ん
だ田　

勉つ
と
む（
口
ケ
谷
）

 

・
市い
ち
か
わ川　

博ひ
ろ
し（

安
居
）

 

・
清し
み
ず水　

哲て
つ
じ治

（
市
鹿
野
）
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令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
５

月
14
日
招
集
、
１
日
間
の
会
期
で
開

催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
す
る
補
正
予
算
１
件
、

条
例
改
正
等
、
当
局
か
ら
提
案
さ
れ

た
案
件
、
委
員
会
発
議
案
件
に
つ
い

て
審
議
し
、す
べ
て
可
決
、承
認
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
す
る
決
議
が
南
議
員

か
ら
提
出
さ
れ
、討
論
、採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。（
７
頁
参
照
）

□
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

５
，
７
２
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
１
７
億
２
２
０
万
円

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
総
務
費
】

・
避
難
所
感
染
症
防
止
対
策
事
業

２
０
０
万
円

【
観
光
費
】

・
白
浜
町
事
業
継
続
支
援
金
事
業

５
，
３
０
０
万
円

・
事
業
者
支
援
制
度
相
談
窓
口
設
置
事
業

２
２
０
万
円

令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
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Pick up!全
町
民
に
５
千
円
分
の
商
品
券
を
配
布

生
活
応
援
商
品
券
配
布
事
業

　

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
】

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業

　

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
】

児
童
一
人
当
た
り
に
５
万
円
給
付

○
給
付
対
象
者
②
（
要
申
請
）

　

⑴
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年

　
　

４
月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
を

　
　

養
育
し
て
い
る
家
庭
で
、
所
得
の
多

　
　

い
養
育
者
の
令
和
３
年
度
分
の
住
民

　
　

税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
方

　　

⑵
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
に
出
生
し

　
　

た
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
で
あ

　
　

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　

の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、

　
　

令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が

　
　

非
課
税
で
あ
る
方
と
同
様
の
事
情
に

　
　

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
（
家
計
急
変

　
　

者
）

○
給
付
額

　

児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

○
給
付
時
期

　

申
請
書
類
提
出
後
、
随
時　
　

○
給
付
対
象
者
①
（
申
請
不
要
）

　
　

令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手
当
又

　

は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
で

　

あ
り
、
令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
均

　

等
割
が
非
課
税
で
あ
る
方

　

※
た
だ
し
、
ひ
と
り
親
世
帯
分
の
給

　
　

付
金
の
受
給
者
を
除
く
。

　
○
給
付
額

　

児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

○
給
付
時
期

　

令
和
３
年
７
月
下
旬

○
配
布
対
象
者

　

令
和
３
年
８
月
１
日
時
点
で
、
白
浜

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方

○
配
布
額

　

１
人
に
つ
き
、
町
内
で
使
用
で
き
る

商
品
券
を
５
千
円
分（
５
百
円
×
10
枚
）

○
配
布
方
法

　

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

同
居
世
帯
員
分
を
一
括
し
て
世
帯
主
に

郵
送

○
配
布
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

郵
送
開
始
：
令
和
３
年
９
月
上
旬

　

使
用
期
限
：
令
和
４
年
１
月
末

○
取
扱
店
舗

　

白
浜
町
商
工
会
、
日
置
川
町
商
工
会

商
品
券
取
扱
店
に
加
え
、
そ
の
他
取
扱

店
舗
を
募
集
の
う
え
決
定

　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
経
済
的
な
負
担
が
増
し
て
い
る
町
民

の
生
活
を
応
援
す
る
た
め
、
全
町
民
一
律

に
期
限
付
き
の
商
品
券
を
配
布
し
、
町
内

消
費
の
喚
起
を
図
り
、
地
域
経
済
の
振
興

及
び
生
活
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

Pick up!
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Pick up!３
年
間
で
全
て
の
普
通
教
室
に
電
子
黒
板
を
配
備

小

・
中
学
校
電
子
黒
板
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
０
万
円

Pick up!感
染
症
対
策
の
た
め
の
保
健
衛
生
用
品
の
整
備

幼
稚
園
感
染
症
対
策
用
品
購
入
事
業

　

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
】

答 問答 問

○
事
業
概
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
公
立
幼
稚
園
２
園
で
使
用
す
る
保

健
衛
生
用
品
を
購
入
。

○
事
業
目
的

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

一
環
と
し
て
、
幼
児
教
育
の
た
め
の
環
境

整
備
を
行
い
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て

ら
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
。

○
予
算
額

　

１
０
０
万
円（
う
ち
国
庫
補
助
50
万
円
）

　

　
　
３
年
間
で
88
台
の
設
置
目
標
が
あ

り
、
令
和
３
年
度
導
入
予
定
の
23
台
は

ど
こ
の
学
校
か
ら
配
備
す
る
計
画
と
し

て
い
る
か
。

　
　
電
子
教
科
書
の
モ
デ
ル
校
や
児
童
・

生
徒
数
等
に
応
じ
て
、
校
長
会
で
導
入

順
位
を
決
定
し
て
い
く
。

　
　
令
和
６
年
度
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

本
格
導
入
に
向
け
て
電
子
黒
板
を
導
入

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
年
度
の
授
業

へ
活
用
す
る
予
定
は
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
授
業
の
ど
の
場

面
で
活
用
す
る
か
な
ど
、
モ
デ
ル
校
を

指
定
し
て
研
究
し
て
お
り
、
研
究
の
結

果
や
、
有
効
な
取
組
み
の
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、

通
信
速
度
を
速
め
る
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
環
境
整

備
を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
き
た
い
。
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Pick up!従
業
員
の
規
模
に
応
じ
支
援
金
を
給
付

白
浜
町
事
業
継
続
支
援
金
事
業

　

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
】

Pick up!

中
小
企
業
信
用
保
証
料
補
助
金

　

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
】

保
証
料
の
３
分
の
１
を
補
助

（上
限
60
万
円
）

問答答 問

白　

浜　

町

事　

業　

者

【　

申
請
の
流
れ　

】

①交付申請書の提出

②交付決定通知書の送付

③事業実施、実績報告書の提出

④額の確定通知書の送付

⑤交付請求書の提出

⑥補助金の支払い

○
対
象
と
な
る
中
小
企
業
者
の
要
件

　

⑴
資
本
金
の
金
額
若
し
く
は
出
資
の
総

　
　

額
が
３
億
円
以
下
（
小
売
業
又
は
サ

　
　

ー
ビ
ス
業
に
あ
っ
て
は
５
千
万
円
以

　
　

下
、
卸
売
業
に
あ
っ
て
は
１
億
円
以

　
　

下
）
又
は
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の

　
　

数
が
３
０
０
人
以
下
（
小
売
業
に
あ

       

っ
て
は
50
人
以
下
、
卸
売
業
又
は
サ

　
　

ー
ビ
ス
業
に
あ
っ
て
は
１
０
０
人
以

　
　

下 

）
の
会
社
及
び
個
人
。

　

⑵
町
内
に
事
業
所
等
を
有
し
、
原
則
と

　
　

し
て
１
年
以
上
同
一
事
業
を
継
続
し

　
　

て
営
ん
で
い
る
者
。

　

⑶
町
税
及
び
町
の
公
共
料
金
等
を
完
納

　
　

し
て
い
る
者
。
た
だ
し
、
町
長
が
認

　
　

め
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

○
補
助
金
の
額

　
　

補
助
金
の
額
は
、
融
資
を
受
け
た
者

　

が
保
証
協
会
に
支
払
っ
た
保
証
料
（
借

　

換
資
金
に
相
当
す
る
保
証
料
を
除
く
。）

　

に
対
し
、
保
証
料
の
３
分
の
１
以
内

　

の
額
。（
上
限
60
万
円
）

○
制
度
概
要

　
　

町
内
中
小
企
業
者
の
経
営
の
維
持

　

安
定
及
び
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る

　

た
め
、
和
歌
山
県
中
小
企
業
融
資
制

　

度
の
利
用
に
係
る
信
用
保
証
料
の
一

　

部
を
町
が
補
助
す
る
。

○
対
象
融
資

　

・
経
営
支
援
資
金

　

・
小
企
業
応
援
資
金
（
一
般
枠
）

　

・
災
害
復
旧
対
策
資
金

　 　

和
歌
山
県
中
小
企
業
融
資
制
度
に
お

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
の
資
金
繰

り
を
支
援
す
る
た
め
、
保
証
料
を
大
幅

に
引
き
下
げ
た
融
資
枠
の
新
設
・
拡
充

及
び
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
の

指
定
期
間
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

予
算
額
を
増
額
。

　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
を
受
け
、
事
業
活
動
に
著

し
い
支
障
が
生
じ
て
い
る
事
業
者
に

対
し
て
事
業
の
継
続
を
下
支
え
し
、

再
起
の
支
援
を
図
る
た
め
、
従
業
員

の
規
模
に
応
じ
た
給
付
金
を
支
給
。 　

　

補
助
対
象
事
業
者
は
商
工
会
加
盟
事

業
者
に
限
ら
れ
る
の
か
。

　
　

商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
方
だ
け
で

な
く
、
白
浜
町
内
に
事
業
拠
点
又
は
住
所

を
有
す
る
、
個
人
事
業
者
や
法
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
　

　
　

事
業
規
模
に
応
じ
た
具
体
的
な
給
付

金
額
と
予
定
件
数
は
。

　
　

従
業
員
数
に
応
じ
た
給
付
金
額
と
予

定
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
従
業
員
０
人
～
５
人
：
５
万
円

　

・
従
業
員
６
人
～
10
人
：
10
万
円

　

・
従
業
員
11
人
～
20
人
：
15
万
円

　

・
従
業
員
21
人
～
30
人
：
20
万
円

　

・
従
業
員
31
人
～
50
人
：
25
万
円

　

・
従
業
員
51
人
以
上　

：
30
万
円

　
　

　
　

※
合
計
で
８
０
０
件
程
度
想
定
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　５月１４日に開催した臨時会において、南議員から「新型コロナウイルス感染症対策に関す
る白浜決議」の提出があり、提案理由の説明、討論を行い、採決の結果、全会一致で可決とな
りました。決議の内容等は以下のとおりです。　
　発議第１号　新型コロナウイルス感染症対策に関する白浜決議の提出について
　　　提出者　白浜町議会議員　南　勝弥
　　　賛成者　白浜町議会議員　楠本　隆典　　　白浜町議会議員　溝口　耕太郎

　新型コロナウイルス感染症対策に関する白浜決議

　昨年１月に日本で初めて発症が確認された新型コロナウイルス感染症は、 急速な勢いで全国に拡散し、

今や第４波の感染拡大が猛威を振るうに至っている。

　歴史上、 人類は未知のウイルスとの闘いを繰り返してきたが、 これほどまでの世界的流行は近代史上、 極

めて稀であり、 憂慮すべき事態と表現するにふさわしい状況である。

　日本国内においても、 事態の収束が見通せない中、 医療従事者や多くの関係者が、 国民の生命、 生

活を守るため、 不眠不休で患者の治療にご奮闘されており、 心からの敬意と感謝を申し上げる次第である。

　また、 新たに広がりが懸念される新型コロナウイルス感染症対策の変異株には、 専門家からも従来の感染

対策に加え、 より一層の予防強化の必要性が指摘されており、 昨年に引き続き実施する、 国 ・ 県の指導に

基づくわが町の新型コロナウイルス感染症対策にも更なる改善の必要性を感じるところである。

　このような中、 住民の生命、 生活を確実に守るため、 タイムリーな政策を早急に打ち出し、 危機感を持っ

て実施しなければならない。

　１日でも早く新型コロナウイルス感染症に打ち勝つことを目指し、行政、議会、住民の皆様の結束力を高め、

諸施策の実現に向け満身の思いを込めて取り組むことを決意する。

　以上、 決議する。

　令和３年５月１４日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県白浜町議会

賛成○　　反対×賛成○　　反対× 採決結果採決結果

堀

匠

楠
本
隆
典

廣
畑
敏
雄

西
尾
智
朗

正
木
秀
男

南

勝

弥

小
森
一
典

辻　

成
紀

松
田
剛
治

溝
口
耕
太
郎

長
野
莊
一

堅
田
府
利

水
上
久
美
子

発議第１号
　白浜町新型コロナウイルス感染
　　　　症対策に関する白浜決議

可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　※議長 ( 西尾智朗 ) は採決に加わりません。

７ NO.61

一　般　質　問可　決　し　た　決　議
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（小山肆成顕彰碑）

一　般　質　問

小
こ も り

森 一
かずのり

典 議員

１
．
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
減
少
に

伴
い
、
荒
廃
化
と
耕
作
放
棄
地
が
増
加

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た

め
の
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　　
　

現
在
、
戸
別
所
得
補
償
と
い
っ
た

国
や
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
る

が
、
農
業
就
業
人
口
の
減
少
を
食
い
止

め
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
遊

休
農
地
を
解
消
す
る
た
め
の
農
業
法
人

設
立
に
向
け
、
調
査
研
究
を
進
め
る
。

　
　

近
隣
市
町
村
で
は
、
担
い
手
の
育

成
や
確
保
に
向
け
た
取
組
み
が
既
に
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
当
町
で
も
、
新
規

就
農
者
の
受
け
入
れ
に
向
け
た
独
自
の

取
組
み
や
支
援
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

国
が
行
う
経
営
開
始
型
の
農
業
次

世
代
人
材
投
資
資
金
を
活
用
し
、
新
規

就
農
者
の
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
有

田
川
町
の
農
業
経
営
継
承
者
支
援
事
業

等
を
参
考
に
、
町
独
自
の
補
助
制
度
の

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

安
居
の
渡
し
保
存
会
の
展
望
に
つ
い
て

　
　

日
置
川
の
地
域
振
興
を
担
っ
て
き

た
安
居
の
渡
し
保
存
会
活
動
に
つ
い
て
、

地
域
文
化
の
伝
承
を
含
め
た
今
後
の
支

援
策
等
に
つ
い
て
町
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

安
居
の
渡
し
は
、
熊
野
古
道
大
辺

路
富
田
坂
を
下
っ
た
安
居
の
集
落
か
ら

仏
坂
へ
日
置
川
を
渡
る
渡
し
舟
で
、
古

く
か
ら
地
域
固
有
の
文
化
や
伝
統
の
保

持
に
寄
与
し
て
き
た
。
後
継
者
の
確
保

や
利
用
者
増
加
の
方
策
提
言
に
努
め
る
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　

農
業
法
人
の
設
立
、
後
継
者
育
成
に
努
め
る

　
　
　
　
　

農
業
従
事
者
の
減
少
と
耕
作
放
棄
地
増
加
へ
の
対
策
は

問

答

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
９
月
下
旬
ま
で

答 問

長
な が の

野 莊
そういち

一 議員

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
９
月
下
旬
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

自
然
や
歴
史
を
活
か
し
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
る

　
　
　
　
　

小
山
肆
成
顕
彰
公
園
の
活
用
と
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

問

答

答 問

答 問

（安居の渡し通行手形）

　
　

小
山
肆
成
顕
彰
公
園
内
の
ト
イ
レ

新
設
に
向
け
た
取
組
み
の
経
過
と
今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　　
　

日
置
川
流
域
の
公
衆
ト
イ
レ
の
設

置
場
所
や
優
先
順
位
等
に
つ
い
て
令
和

２
年
度
で
協
議
を
行
い
、
現
在
、
測
量

設
計
業
務
を
実
施
中
で
あ
り
、
令
和
４

年
度
で
工
事
費
の
予
算
計
上
を
行
う
。

　
　

小
山
肆
成
顕
彰
公
園
の
今
後
の
活

用
と
周
辺
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

先
達
の
偉
業
を
文
化
と
し
て
確
立

し
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
研
究
す
る
と
と
も
に
、
日

置
川
沿
線
の
主
要
道
路
の
整
備
を
機
会

に
、
自
然
や
歴
史
、
施
設
を
観
光
資
源

と
し
た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
。

成
人
式
に
つ
い
て

　
　

成
人
式
延
期
後
の
式
典
内
容
、
日

程
等
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
、
10
月
下
旬
頃
に
簡
素
化
せ
ず

に
開
催
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

消
防
団
の
充
実
に
つ
い
て

　
　

道
路
交
通
法
改
正
に
伴
う
団
員
の
活

動
継
続
の
為
、
準
中
型
免
許
の
取
得
及
び

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限
定
解
除
等
に
対
す
る

費
用
補
助
が
必
要
と
考
え
る
が
如
何
か
。

　
　

消
防
団
活
動
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
県
内
の
補
助
制
度
導
入

実
績
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

問答問答
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溝
みぞぐち

口 耕
こ う た ろ う

太郎 議員

　
　
国
が
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

対
象
年
齢
を
12
歳
ま
で
引
き
下
げ
た
こ

と
に
よ
り
、
白
浜
町
の
接
種
対
象
人
数

は
何
人
と
な
る
か
。
ま
た
、
小
中
学
生

の
接
種
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

65
歳
以
上
を
含
め
た
接
種
対
象
人

数
は
約
２
万
人
と
な
る
。
小
学
生
等
の

集
団
接
種
に
つ
い
て
は
現
在
未
定
で
あ

る
が
、
今
後
、
体
制
確
保
に
努
め
た
い
。

　
　

65
歳
以
上
の
第
１
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
申
込
み
で
混
乱
を
来
し
た
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
の
進
捗
を
伺
う
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
電
話
予
約
に
際
し

て
、
大
変
な
ご
迷
惑
と
ご
負
担
を
お
掛
け

し
た
。
集
団
接
種
は
計
画
的
に
行
え
て
お

り
、
２
，
５
５
０
人
が
接
種
済
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
供
給
に
注
視
し
、
計
画
的
に
接
種
を
進
め
る

　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問

答

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
９
月
下
旬
ま
で

答 問

水
みずかみ

上 久
く み こ

美子 議員

　
　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
と
な
る
、
２
０
２
５
年
問
題
を

見
据
え
た
町
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
で
暮
ら
す
全
て
の
方
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
住
民
が
と
も
に
助
け
合
い
、

支
え
あ
う
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

対
話
支
援
ス
ピ
ー
カ
ー
や
音
声
変
換

筆
談
機
等
の
窓
口
設
置
に
つ
い
て

　
　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
観
点
か
ら
、

対
話
支
援
ス
ピ
ー
カ
ー
や
音
声
変
換
筆

談
機
の
導
入
、
誘
導
・
点
字
ボ
ー
ド
等

の
設
置
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

視
覚
・
聴
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方

へ
の
窓
口
応
対
で
は
、
見
守
り
や
声
か

け
、
必
要
に
応
じ
て
筆
談
を
行
う
こ
と

で
対
応
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

避
難
場
所
掲
示
板
の
管
理
と
空
港

周
辺
の
道
路
標
識
の
表
記
に
つ
い
て

　
　

学
校
に
掲
示
す
る
避
難
場
所
看
板

の
劣
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

経
年
劣
化
し
て
い
る
看
板
に
つ
い

て
は
、
適
宜
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
空
港
周
辺
道
路
標
識
の
英
語
と
ロ
ー

マ
字
表
記
の
混
在
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
平
成
28
年
に
和
歌
山
県
外
国
語
表
記

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
前
後

で
設
置
さ
れ
た
標
識
表
記
が
未
統
一
で
あ

る
。
取
替
え
等
の
機
会
に
統
一
に
努
め
る
。

答

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
９
月
下
旬
ま
で

答 問

問

　
　
　
　
　
　
　
　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
す

　
　
　
　
　

２
０
２
５
年
問
題
と
各
分
野
の
対
策
に
つ
い
て

問

答

答 問

　
　

２
回
目
の
受
付
を
開
始
し
て
い
る

が
、
こ
れ
に
よ
り
65
歳
以
上
の
未
接
種

者
は
ど
の
程
度
解
消
さ
れ
る
か
。
ま
た
、

接
種
に
対
す
る
副
反
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
未
接
種
者
約
５
，
２
０
０
人
全
員
に

案
内
を
送
付
し
、
約
３
，
５
０
０
人
の
受

付
を
完
了
し
て
い
る
。
ま
た
、
接
種
後
の

重
篤
な
副
反
応
は
発
生
し
て
い
な
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

　
　

災
害
発
生
時
の
高
齢
者
施
設
等
の

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

施
設
整
備
に
対
す
る
補
助
制
度
の

周
知
を
行
う
こ
と
で
対
策
を
進
め
て
お

り
、
昨
年
で
２
件
の
活
用
実
績
が
あ
っ

た
。
引
き
続
き
、情
報
周
知
に
努
め
る
。（ワクチン接種会場）

答 問

答 問

問答

（道路標識と劣化した避難看板）

問答

一　般　質　問一　般　質　問
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（　動物等の飛び出し注意看板　）

一　般　質　問

堅
か た た

田 府
あつとし

利 議員

１
．
令
和
３
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
地

域
防
災
課
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る
各
係

の
具
体
的
な
業
務
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　　
　

防
災
ま
ち
づ
く
り
係
で
は
、
大
規

模
災
害
に
備
え
た
各
種
計
画
の
策
定
や

備
蓄
物
資
等
の
管
理
な
ど
ソ
フ
ト
面
の

業
務
を
主
に
行
っ
て
い
る
。
地
域
防
災

推
進
係
で
は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
や
防

災
行
政
無
線
等
の
施
設
整
備
や
各
自
主

防
災
組
織
と
の
連
携
、
防
犯
、
交
通
安

全
施
策
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

改
正
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法
の

具
体
的
な
改
正
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

災
害
時
に
発
令
す
る
避
難
情
報
の

発
令
基
準
が
改
正
さ
れ
、
警
戒
レ
ベ
ル

４
に
混
在
し
て
い
た
避
難
指
示
と
避
難

勧
告
が
一
本
化
さ
れ
、
全
員
避
難
を
呼

び
か
け
る
「
避
難
指
示
」
と
な
っ
た
。

　
　

富
田
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
過
去
に
大
雨
で

白
浜
駅
の
線
路
を
冠
水
さ
せ
た
安
久
川

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
作
成
さ
れ
て
い

な
い
。
流
域
住
民
か
ら
は
不
安
の
声
が

あ
る
が
、
作
成
予
定
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
防
災
課
を
設
置
、
総
合
的
な
防
災
力
を
強
化
す
る

　
　
　
　
　

快
適
で
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
防
災
と
は

問

答

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
９
月
下
旬
ま
で

答 問

答

松
ま つ だ

田 剛
たけはる

治 議員

　
　

シ
カ
等
の
飛
び
出
し
に
よ
る
人
身
事

故
や
交
通
事
故
の
防
止
と
し
て
、
富
田
地

区
か
ら
日
置
区
間
の
幹
線
道
路
沿
い
に
シ

カ
等
の
飛
び
出
し
注
意
喚
起
看
板
の
設
置

等
の
対
策
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

道
路
管
理
者
で
あ
る
紀
南
河
川
国
道

事
務
所
や
県
と
連
携
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
注
意
喚
起
も
含
め
た
有
効
な
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

職
員
の
人
員
適
正
化
と
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て　
　

　
　
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数

は
、
白
浜
町
定
員
適
正
計
画
の
数
値
目
標

か
ら
み
て
適
正
で
あ
る
か
伺
う
。

　
　

こ
こ
数
年
予
期
せ
ぬ
退
職
者
が
増
加

し
、
職
員
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
ら

な
い
よ
う
今
年
度
の
職
員
採
用
計
画
で

適
正
な
職
員
数
の
確
保
に
努
め
た
い
。

　
　

水
道
事
業
な
ど
技
術
職
不
足
が
課

題
と
考
え
る
が
、
中
長
期
的
な
技
術
の

継
承
を
目
的
に
、
募
集
要
項
の
緩
和
や

臨
時
的
な
採
用
制
度
等
の
対
策
に
つ
い

て
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
９
月
下
旬
ま
で

答 問

問

　
　
　
　
　
　
　
　

国
や
県
と
連
携
し
事
故
防
止
対
策
を
検
討
す
る

　
　
　
　
　

シ
カ
等
の
飛
び
出
し
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

問

答

答 問

答 問

問

（避難情報の発令基準）

　
　

県
が
随
時
、
洪
水
浸

水
想
定
区
域
図
を
策
定
し

て
お
り
、
安
久
川
の
洪
水

浸
水
想
定
区
域
図
が
策
定

さ
れ
れ
ば
町
に
お
い
て
も

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

答
　
　
技
術
職
員
の
不
足
は
課

題
で
あ
る
が
、
臨
時
的
な
採

用
は
準
備
期
間
等
の
課
題
か

ら
実
施
が
困
難
で
あ
る
。
中

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
採

用
計
画
に
基
づ
き
、
人
員
不

足
の
解
消
に
努
め
た
い
。
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南
みなみ

 勝
か つ や

弥 議員

　
　
「
議
員
は
議
決
の
宣
言
が
あ
っ
た
時

か
ら
成
立
し
た
議
案
に
従
い
議
員
を
拘

束
す
る
。
議
決
の
意
義
を
考
え
て
ほ
し

い
」
と
町
は
訴
え
て
い
る
が
、
議
員
は

議
決
に
あ
た
り
色
々
な
事
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
行
政
に
正
確
な
説
明
を
求
め
て
い

る
が
、
誠
意
あ
る
説
明
を
せ
ず
、
根
拠

に
乏
し
い
数
字
を
出
し
て
議
決
さ
れ
た

事
も
あ
る
。
ま
た
、
保
育
園
移
転
議
決

を
執
行
し
な
か
っ
た
り
、
一
度
議
決
し

た
官
有
地
払
下
げ
の
価
格
の
変
更
を
行

う
な
ど
、
町
は
議
決
に
関
す
る
説
明
責

任
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

   　
「
議
決
は
議
員
を
拘
束
す
る
」
と
い

う
町
の
考
え
は
、
表
現
の
自
由
の
束
縛

や
、
議
員
個
人
の
主
張
を
法
的
に
制
限

す
る
も
の
で
は
な
く
、
多
数
決
の
原
理

に
従
っ
た
議
会
の
統
一
し
た
意
思
と
し

て
、
議
決
は
あ
る
意
味
で
議
員
を
拘
束

す
る
部
分
も
あ
る
と
い
う
認
識
を
お
願

い
し
た
も
の
で
あ
る
。　

　

ま
た
、
議
決
に
関
す
る

説
明
責
任
に
つ
い
て
は
、

議
決
事
項
に
関
わ
ら
ず
、

今
後
、
十
分
な
説
明
、
予

算
の
執
行
に
努
め
て
参
り

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

説
明
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、
十
分
な
説
明
に
努
め
る

　
　
　
　
　

議
決
に
関
す
る
説
明
責
任
に
つ
い
て

問

答

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
９
月
下
旬
ま
で

問答

（白浜町議会　議場の風景）

廣
ひろはた

畑 敏
と し お

雄 議員

　
　
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
情
報
通
信
技
術
の
普

及
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
ア
イ
、
斜
視
な
ど

が
子
ど
も
達
に
発
生
し
、機
器
の
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
に
よ
る
眼
精
疲
労
が
進
む
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
電
磁
波
に
よ
る

身
体
へ
の
影
響
も
危
惧
さ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
生
活
指
導
を
行
っ
て
い
く
か
。

　
　

国
の
指
針
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を

参
考
に
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
や
電
磁
波
が

子
ど
も
の
健
康
を
害
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
安
全
か
つ
適
切

に
利
用
し
て
い
く
。
ま
た
、
生
活
習
慣

に
関
す
る
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

生
徒
自
身
が
生
活
を
振
り
返
る
機
会
を

設
け
、
不
規
則
な
生
活
に
対
し
て
は
計

画
的
に
生
活
指
導
を
行
う
な
ど
、
児
童

の
心
身
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
機
器
だ
け
で
な
く
、
紙

媒
体
の
活
用
や
、
直
接
体
験
教
育
な
ど
、

町
独
自
の
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
学
校
教
育
の
中
で

ツ
ー
ル
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
く

る
部
分
も
あ
る
が
、
体
験

学
習
な
ど
、
教
科
書
で
は

学
べ
な
い
、
生
き
た
学
習

も
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
９
月
下
旬
ま
で

答 問
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
加
え
、
教
科
書
で
学
べ
な
い
体
験
学
習
も
重
要

　
　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
機
器
だ
け
に
頼
ら
な
い
町
独
自
の
教
育
に
つ
い
て

問

答

（児童・生徒が一人一台利用するノートパソコン）

答

問

一　般　質　問
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▷▷ 政務活動費の収支状況報告（令和２年度分）

　政務活動費とは、「白浜町議会政務活動費の交付に関する条例」によって、議員の調査研究
等の活動に必要な経費として交付されるものです。年度当初に議員ひとりにつき、年額１８万
円を一括交付し、残余金が生じた場合は返還しなければなりません。
　※令和３年度から交付方法を年度当初一括交付から、年度末の一括精算後払いに変更しています。 　

（単位：円）　　　
　　　項目

　議員名

調
査
研
究
費

研　

修　

費

広
報
・
広
聴
費

要
望
・

陳
情
等
活
動
費

会　

議　

費

資
料
作
成
費

資
料
購
入
費

事
務
所
費

事　

務　

費

人　

件　

費

そ　

の　

他

合　
　
　

計

返　

還　

額

堀　　匠 0 52,140 0 0 0 0 0 0 0 0 0 52,140 127,860

楠本　隆典 0 6,000 31,800 0 0 0 80,433 0 69,437 0 0 187,670 0

廣畑　敏雄 0 0 56,417 0 0 0 37,116 0 3,390 0 0 96,923 83,077

西尾　智朗 0 0 0 0 0 0 37,166 0 0 0 0 37,166 142,834

正木　秀男 107,227 0 0 0 0 0 21,600 0 73,575 0 0 202,402 0

南　　勝弥 0 0 0 0 0 0 74,561 0 72,425 0 0 146,986 33,014

小森　一典 0 0 0 0 0 0 40,800 0 0 0 0 40,800 139,200

丸本　安高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 180,000

辻　　成紀 0 74,313 0 0 0 0 0 0 0 0 0 74,313 105,687

松田　剛治 0 52,140 0 0 0 0 0 0 0 0 0 52,140 127,860

溝口　耕太郎 0 0 73,755 0 0 0 40,800 0 63,056 0 0 177,611 2,389

長野　莊一 0 69,293 0 0 0 0 57,202 0 0 0 0 126,495 53,505

堅田　府利 0 52,140 0 0 0 0 36,408 0 0 0 0 88,548 91,452

水上　久美子 66,793 29,408 0 0 0 0 60,266 0 31,065 0 0 187,532 0



▷▷ 町議会 ・ 町議会議長の主な動き （4 月～ 6 月）

６月１日  白浜まつり神社式典
 献湯祭 

２日  国道 42 号線改良促進協議会
（会計監査）

８日

 第２回定例会第１日
 議会運営委員会
 白浜町議会新型コロナウイルス
 感染症対策会議
 全員協議会

９日  きのくに和歌山文化祭実行委員会

１７日  第２回定例会第２日
 議会運営委員会

１８日  第２回定例会第３日
 議会運営委員会

２２日
 第２回定例会第４日
 議員定数等検討特別委員会
 総務文教厚生常任委員会
 観光建設農林常任委員会

２３日  第２回定例会第５日
 議会広報特別委員会

２８日  田辺周辺広域市町村圏組合
 （会計監査）

２９日  県市町村振興協会評議員会
 （和歌山市）

３０日  西牟婁郡町村議会議長会
 （田辺市）

４月１日  阪田祭祀遺跡式典

６日  春の交通安全運動出陣式

９日  聖火リレーミニセレブレーション
 中地区津波避難ビル地鎮祭

１１日  中地区津波避難タワー竣工式

１４日 
 議員定数等検討特別委員会
 議会広報特別委員会
 観光建設農林常任委員会 

２１日  田辺周辺広域市町村圏組合議会

２８日  日置地区津波避難タワー竣工式
 公立紀南病院組合議会

５月７日  議会運営委員会

１４日

 第１回臨時会
 全員協議会
 議員定数等検討特別委員会
 総務文教厚生常任委員会
 観光建設農林常任委員会

２０日  観光建設農林常任委員会
 行政調査（南紀白浜空港）

３１日  議会運営委員会
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町議会に関する情報は
「議会ホームページ」へ
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　議会広報特別委員会
　委 員 長　長野　莊一
　副委員長　堅田　府利
　委 員　廣畑　敏雄
　　 　 　　小森　一典
　　 　 　　溝口　耕太郎

発行：白浜町議会　　編集：議会広報特別委員会　　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地
TEL  ：0739-43-6591　　FAX：0739-43-5888　   　E-mail：gikai@town.shirahama.lg.jp　

　令和２年９月議会から、議会広報の一環
として一般質問の様子を FM ビーチステー
ションにて放送しております。（76.4MHz）
　多くの方に聞いてもらえるよう、また、
新型コロナウイルス感染症対策として議会
の傍聴をお控えになる方にかんがみまして、
限られた時間ではございますが、放送を始
めております。放送予定については、議会
のホームページ等でもお知らせしています
ので、是非聞いてみてください。

お 知 ら せ
　例年より３週間も早い梅雨入りとなり、ま
た、昨年より続く新型コロナウイルス感染症
の感染拡大により暮らしにストレスを感じる
日々が続いています。田辺保健所管内での感
染者の報告も少なくなり、和歌山県内の入院
患者数の減少とともに、不安も少しずつ解消
されていくものと思われますが、今まで通り
の手洗い、マスク、手指の消毒の徹底をお願
いします。白浜町では関係団体と連携し、オー
ル白浜の態勢で感染予防に万全の態勢で取り
組み、７月１日から「海開き」をすることと
なりました。この議会だよりがお手元に届く
ころにはオリンピックが開催されたり、夏休
みで観光客が増えたり、お盆で身内が帰省す
ることも考えられますが、十分な感染症対策
を講じていただきますようお願いしたいと思
います。（堅田）

日 月 火 水 木 金 土
8/29 30 31

議会運営委員会
9/1 2 3 4

5 6 7
 第 1 日
 提案説明等
 10:00~

8
 （休会）
 ※委員会開催や
 議案調査のため

9 10 11

12 13 14 15 16
 第 2 日
 一般質問
 10:00~

17
 第 3 日
 一般質問
 10:00~

18
（休会）

19 20 21
第４日
議案審議
10:00~

22
第５日
議案審議
10:00~

23 24 25

　９月議会の日程は８月３１日（火）開催予定の議会運営委員会で決定します。
　詳細は、議会事務局（43-6591）までお問い合わせください。

開会日

閉会日

次 回 日 程
次回定例会（９月）の会期は、９月７日（火）から２２日（水）までの予定です。


